早稲田大学リポジトリの動向と進捗 by unknown
過去数年、年間 2,0 0 0 ～ 3,0 0 0 件程度の数値で増加
している学術成果の登録コンテンツ数であるが、2015年度
も前年比で2,353件の増加となった（図①「登録コンテンツ
数の推移」参照）。なお、タイプ別コンテンツ数では、
紀要論文が 17,4 5 6 件（昨年度比で 1,5 3 3 件の増加）と
なり、依然、登録コンテンツ数全体の6割近くを占めている
（表①「タイプ別コンテンツ数」参照）。また、初めて
ダウンロード数（PDFファイルを閲覧した件数）が500万件
を超え、リポジトリの利用の促進という点においても
順調に推移している（図②「リポジトリコンテンツ閲覧・
ダウンロード数の推移」参照）。
2016 年 3 月、リポジトリ搭載件数が 30,081 件となり
3 万の大台を突破した。2005 年のリポジトリの一般公開
時から 10 年余を経ての達成であるが、メタデータだけ
でなく、学術成果の本文全文を掲載するという当初の
方針を維持して地道にリポジトリを運営してきたこと
の成果である。
また、2015 年度より、新規に登録する紀要等の表紙・
裏表紙・目次・奥付などについても登録不可の申し出が
ない限りにおいて全てリポジトリに搭載することとした。
学位規則の改正により2013年度より電子化された博士
論文をインターネットにより公開することが原則義務化
されていることから、2014 年度に授与された博士学位
論文の公開を行った。なお、本学ではリポジトリに博士
論文本文を登録するだけではなく、図書館蔵書目録
（WINE）でも検索できるようにしている。
2016 年度に向けての主な課題は、1）より迅速に研究
成果物を登録すること、2）オープンサイエンスに最低限
対応できるよう、DOI 付与、クリエイティブコモンズ
表示等の機能をリポジトリに実装すること、3）長期的
に見て、より低コストかつ安定的にリポジトリ運営を
行うことの 3 点である。
現在 DSpace というソフトで運営しているリポジトリ
であるが、これらの課題を解決するために国立情報
学研究所（NII）が国内の大学に提供している JAIRO 
Cloud というクラウドサービスへの移行の検討を開始
した。
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図②　リポジトリコンテンツ閲覧・ダウンロード数の推移
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